
 

 

ドバイから見た世界情勢  

ドバイグローバルビレッジに参加してみてわかったこと 

 皆さんがドバイと聞けばどのようなものを想像するでしょうか？ 

 世界一高いビル、砂漠の国にある室内スキー場、世界最大の水族館など、何かとゴ

ージャスなイメージがあると思います。そんなドバイに、「グローバルビレッジ」とい

う施設があるのはご存知でしょうか？ 世界中の国や地域から集まるパビリオンが

あり、民間企業も出展できます。その訪問者は毎年約半年の開催期間で５００万人を

超えるようです。 

 上述したような物珍しい観光地としての側面と共に、ドバイが中東は勿論、中央ア

ジアやアフリカへの商売の入り口としての側面があることも、改めて言うまでもない

でしょう。これらの地域に進出を考えた際、このドバイグローバルビレッジのジャパ

ンパビリオンへの出展は、絶好のマーケットリサーチチャンスとなります。 

 今回、実際に出展されたアーレスプラン社の五百蔵伸一様をお招きして、中東での

ビジネスの状況や、ジャパンパビリオンに中国企業が出展している実情など、現地で

の体験をお話し頂きます。 

 

日 時： 令和１年８月２日（金） 

セ ミ ナ ー： １８：００～１９：００    懇 親 会： １９：００～  

場  所： 柳野国際特許事務所（大阪市淀川区宮原 1丁目１５－１ ノスクマードビル） 

参 加 費： ５,０００円 （セミナーのみの場合 ３,０００円） 

問い合わせ先： ０６－６３９４－４８３１ （柳野嘉秀まで） 

申込フォーム： 柳野国際特許事務所 HP→［当事務所について］→［セミナーのご紹介］より 

 (http://www.yanagino.com/yanagino/office/seminor.html)

 

講演者：アーレスプラン 代表取締役 五百蔵
い お ろ い

 伸一 氏 

兵庫県三木市出身。プロ野球選手を目指すも、怪我で夢破れて 

帰郷し、刃物関係の会社への就職を経て、アーレスプラン社を 

創業。鋸職人の祖父と、鑿（のみ）職人の父の血を受け継ぎ、 

鋸・鑿に加えて包丁を製造、販売する。日本国内にとどまらず、 

「世界へ誇れる刃物」を「世界の人達へ届ける」ことを宿命と 

考え、日々邁進している。 

第１２回海外ビジネス研究会 
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